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PROFILE

S.N さん

留学時の学年

留学先

留学期間

進学先

カナダ North and South Esk Reginal High School

2024年９月～2025年６月（約10か月間）

海外の大学を希望

慶應義塾高等学校３年生

バックグラウンドが全く違うコミュニティに溶け込む！

課外活動などには参加していましたが、田舎だったため
それ以外で英語を話す機会があまりありませんでした。
その環境のなかでもホストファミリーと積極的に会話をし、
ある程度は英語力を向上させることができました。

留学を通して、「共生社会への貢献」という目標が
明確になりました。大学では、ヒトの社会的行動を
研究する社会学と、大勢が利用するインターネット
をより共生社会に適した形にするための
Computer Scienceを学びたいと考えています。

授業は基本的な文系・理系科目に加え、
日本では経験できない授業を履修しました。
Outdoor Educationでは、地域に根付いた
アクティビティ（カヌーや雪のドームなど）を経験し、
ローカルの人々と忘れられない思い出をつくりました。

留学先の学校生活はどうでしたか？

留学前の目標は達成できましたか？

人種差別を経験することもありましたが、スポーツなどを
通してお互いをよく知り、尊敬できる関係まで
発展させることができ、共生社会の大切さを学びました。
もともと私は内気な性格でしたが、ホストファミリーや
自分とは違う性格・性質を持った人々との関わりによって、
少しずつ自分に自信がついていきました。

英語力を大きく向上させる！

留学で得たものを
どんなふうに活かしていきたいですか？

カヌー

課外活動はスポーツに力を入れました。
アイスホッケーを新たに始めたことに加え、バスケットボール
とバレーボールの代表チームに参加しました。
ホストファザーがアイスホッケーを若い頃にやっていたため、
色々なことを教わり、本当の親子のような
関係になれたことが一番の思い出です。
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ホストファミリーの家
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